
 

新学校「校名」選定について（協議） 

 

 新校校名の決定について、平成 15 年開校の新生小学校校名決定の事例に倣い、協議

により新校の校名を決定いたしたく下記のとおり再度ご協議をお願い申し上げます。 

 

                   記 

 

１ 第 7 回教育委員会定例会における事務局からの説明 

(1) 選定に係るスケジュール（予定を含む） 

(2) 「新学校設立検討委員会」の議事概要 

(3) 校名公募 

(4) 資料「応募いただいた新交校名案（グループ分け）」 

 

２ 第 7 回教育委員会定例会における教育長及び教育委員発言要旨 

 ○新校名を決めるのに必要な視点は２点。１点目は新たな学校が何を目指しているの

か、願いは何か、理念を共有すること。２点目は新学校設立検討委員会の協議を尊

重していくこと。 

 ○共に学ぶ、共に育って欲しいという願い、統合する２校の児童、保護者、さらには

地域がさらに融合していっていただきたいという想いから「双葉小」を提案したい。 

 ○新校校名公募者が「双葉小」を推す理由として、「双葉のようにやわらかい気持ち

で、けやき台小と若葉小が寄り添って力を合わせ、成長していけるようにと願いを

込めて」、「新しい息吹を感じられる」、「未来に向かうイメージ」という思いを示し

ている。まさに新校にふさわしい。 

 ○理念が大切。コンセプト、地域性、将来性の３つの観点から「双葉小」としたい。 

 ○表記には「ふたば小」、「二葉小」、「双葉小」がある。「双」には「共に」のイメー

ジがあり、格言等にも「双葉」が大成を願う思い、共に伸びていくという思いも込

められるので、表記も「双」を使った「双葉小」としたい。 

 

３ 新校校名について（案） 

  提案：「双葉小学校」 

  位置：平成 33 年 3 月 31 日まで「立川市若葉町４丁目 24 番地の１」。平成 33 年 4

月 1 日から「立川市若葉町 1丁目 13 番地の１」 

  理由：平成 29 年 3 月に策定した「新校舎建設マスタープラン」における「学校づ

くりの理念」で示された「共に学び共に育つ学校づくり」という理念及び若

葉町の地域性、将来性を考慮し提案する校名とした。 

平成 29 年４月 27 日 

第８回教育委員会定例会 
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